
編 集 後 記

『福島大学研究年報』は，福島大学にとって法人化と全学再編が重なった平成 16

年度の末（2005 年）に，発刊された。当時学内の各学部・センターから発行されてい

た 10 誌の学術刊行物・年報を見直して，新たに発刊されたのであった。最初は紀要

類と同様に論文も掲載されていたが，7 号（平成 23 年度，2012 年 1 月発行）を最後

に掲載がなくなった。8 号（平成 24 年度，2013 年 3 月発行）からは，電子媒体での

配布のみになった。

現在の役割は，学内で重点的に配分した研究費，あるいは外部資金による研究成果

を公開し，研究機関としてのアピールを行ってゆく多少専門的・学術的な「広報誌」

に特化している。当該年度に福島大学でどのような研究が行われたかという記録集と

しての価値は十分にあると思われるが、福島大学の研究機関としての魅力を感じさせ

るような年報，原稿を書く方ももっとメリットが感じられるような年報を考えるべき

時が来ていると感じている。

なお、これまでは電子媒体による出版にも時間がかかっていたところを改善し，一

部の報告について，以下のホームページに先行して掲載することとしたのでご紹介し

たい。

「個人研究助成・グループ研究助成」「プロジェクト研究」報告

福島大学研究・産学連携＞学内競争的研究資金等（RA を含む）ページ 

http://gakujyutu.net.fukushima-u.ac.jp/006_campus-competitive-research-funding/index.html 

 長くなりましたが，お忙しい中，原稿をお寄せいただいた方々，実質的に編集作業

をしていただいた研究振興課の皆様に深くお礼申し上げます。

研究年報編集委員長 黒沢 高秀
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